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学校のカタチ

学校はどうなっている？
－子どもの権利が保障される学校でしょうか－

「次世代の学校」が描く学校のカタチ

「チーム学校」は良く見聞きしますが、「次世代の学校」はあまりなじみのない用語だと思われ

ます。２０１６年に登場した「次世代の学校」とは、政策の中でどう位置付き、どんな“学校のカ

タチ”を描いているのでしょうか？

「次世代の学校」のねらいと事務職員政策はどこへ向かうのか ／

「学校における働き方改革」から見えてくること ／ 予算要求と保護者負担軽減 ／

スクール・サポート・スタッフ考 ／ 「次世代の学校」政策を考えるために

多様化する学校のカタチ

学校規模の大小だけでなく、小中一貫教育や中高一貫教育にともなって学校環境の違いが

広がり、“学校のカタチ”が多様化しています。その中にもイキイキと生活している子ど

もや教職員の姿があります。

多様化する学校のカタチについて ／ 小中一貫教育校始まりました ／

地域と共にある学校のカタチ ／ キラキラ輝く！Ｎ小学校 ／

大規模校だより～職場がいいと頑張れる！～ ／ Ｆ学園高校
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